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本誌の｜アフ ＇） カ特集号Jもこれで第4[111flの刊行になるが，われわれのアフリカ研究もど

うや人このあたりでよろやく一つの転機にさしかかってきたような気がするつつまり、文字通

り暗伐に手さくりで研究を始めt：.われわれが‘対象地域の多様な実態に触れ．その成果として

の理論会万法論に収数させる過程で， ti本人としての白分の中にアフリカ研究を定形化するた

めに，事象の精力的な抽象化と厳粛なれふ11への参加という形でー従来無意識的に前提されてい

た研究者自身の枠総としての理論があらため亡間し、i立されてきたとし、うことであろう。もとよ

り距離を隔てながん本来!<11 .とえfl，＼＇.さるへき問題性が円本の政治的ミリューの中で故意におお

」、隠され、それがしばしば研究者個人レノ訂Lでの精神的荒廃を余儀なく主せてし、る情況の下で

は，そのことのもつ意味はきわめて深刻である。レずれにせよ地域研究者としては，発展途上

国の現実に照らして門己のか法論を拡大・展開させる際に，し、つでも枠組としての理論にたち

かえる仮原力を身につけねばならぬということになろう 3

しかし‘発展途上国の研究は，日本川護内問題の研究とは異なり，多くの場合，方法論に反

映される町立果としての理論にほとんど不幸望台とも思える多元的論拠が包含されるものであと3か

ら，そこでは研究とレう営為肉体がわれわれの日常性の中でとかく非対人的なものとなり，レ

) ）ば「｛共託J的性格:ii:'帯びるに至る。ことにその傾向は，日本が国家としてコミソトすることが

少ない発肢途 k国を研究対象とするときにL、っそう顕著となるように思われる。たとえば， H

本台比較的馴染の薄いアフリカ諸国などの場合，研究者は体制との不誠整を未解決のままにし

ながら，ある意味では必然的に，ある意味でl土偶発的に研究を「f共託 lすることができる。も

とより「供託Jは，過去からの当事者間内対抗関係を残しながら，現在の営為を第三者に納得

させ，しかるのちその関係のありか自体を本質的に再検討せしめるという仕方で，一挙に未来

をも克服し〈とうとする手続きであり、そのかぎりにおし、てそれは決して単線的に歴史的なもの

ではなく，相互に緊張関係にある偶守の存在を水平的に容認するものである。その意味からし

ても，われわれのアブリカ研究は．枠組としての理論（規範〉に立脚した単一の告白よりも，成

果としての理論（構造）にj正月合する多伎な論拠を追求するものでありたいと思う。かかる姿勢を

貫くことa, 1:-1本の物質的繁栄ど外見上の平和の中で研究者に精神的荒廃をもたらすさまざま

な附守ん白らわれわれを免からしめ心tこめにもことのはか1-f-:.:.)1なのではある主いか。
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安藤議文（「アルジエリア鉱業政策の特色J）は，アフリカ諸国の天然資源に対する主権設定を法

的側面から終始追求してきた執鍍者が，特にアルジエリアについて鉱山国有化の歩みと動機，

経済政策的汗価，アyレジ乙リア社会主義仁おける意義などを明らかにしようとしたもので，そ

の要旨［ま，アルジエリアにおける国索の鉱業支配は自主管理された農業の場合とは異なってよ

り直接的であり，外国会社により開発されてu、る炭化水素部門を除いて，鉱業の固有化は，脱

楠民地也ばかりでなく，社会主義化に大きく役立つべきものとされているとヤうにある。

細見論文（「アサJテ連（；－形成；品程の研究J）は，かわてよりガーナ経済史における叡隷貿易の位

置づけに腐心してきた執録者が，その問掴関心をさらにいっそう深めて， 18世紀初めから19世

紀末までの約2世紀にわたり商アフリカ海岸地方に形成されたアサンテ常国の存在iこ注目し，

収隷狩り戦争の混乱の中？互いに数年t.抗争していた諸部族がいかにして強国な軍事的協力体

制の下に結束しえたかをあとづけようとしたもので，ここでは特にアカン語族の氏族外婚制に

よる血縁関係の成立に関連づけて立論されている。

林論文（「キクユの土地保有J)fま， 2カ年のケニヤ滞（-t：中その農業開発と社会・経済構造tこ関

心をもち続けてきた執筆者が‘当面の研究対象として，農業改革の一つである土地調整および

登記が実施されたアフリカ人地域における改革前の土地保有の実態を明らかにしながら，アフ

IJカ人私有地創設の意義を検討しようとしたもので，キクユランドにはパガンダにおけるよう

た中央集権的な王による土地保有はなく，いわゆる部族共同体的土地保有なるものは存在しな

いこと，また，アフリカ人地域の土地改革の本質は，ムパリ成員の土地不足への不満を土地私

有化による生産力向上｝こすり ／1、えることにあったととが結論的に指摘されている。

星論文（「1ンlグアにおける『部族主義』と士地保有」〕は，アフリカにおける土地保有を民族形成

の問題にからめて考えてきた執筆者が，ザンピアの権力構造における正統性を明らかにするた

めに，ロゾ，ベンパおよびトンガの士地保有形態を比較検討しよう去したもので，けっき上く

ロジの土地保有階梯とトLガの未利用地個人保有といろ二つの指標をとり出し，伝統的社会と

外部世界との接触過程において，組織的求心力の強かった種族集団がかえって新しい社会変動

べの適応力を失ヤ，政和勢力として分裂・孤立化してゆくという逆転の論理を提示している。

なおンンfジウム〈「日本にわ；7る7'7リ力研究J）辻，問題提起者（原口）の批判的提雪をめぐ

って所内アフリカ研究者が討論したものであり，対象化された問題の大きさの割には具体的な

素材を生かした論拠の提示とその反応に突込みが足らぬ憾みもあるが，この種の試みとしては

最初のものなのであえて収録した。

（星昭〉
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